セミナー委員会より
中映協セミナー委員会では、今後のセミナー開催に向けて、皆様の意見を大いに参考にしていきたいと思います。皆様のご協力も、よろしくお願いいたします。

「中映協セミナー」2014.7.8
研修参加者 57名　懇親会参加者47名

以下アンケート結果です。（アンケート回収　35名）

1, 全体の印象

・局の垣根を越えて意見交換できるのはいいことだ。（1）
・具体的でわかりやすかった。（7）

・放送倫理について考える良い機会になった。（2）
・その後の対応において学ぶべき所が多かった。（8）

・スケジュールがゆったりして落ち着いて聞けた。（1）
・当時の話を聞き、どこで起きてもおかしくないと身が引き締まる思いがした。（4）
・問題発生時、様々な対策を短期間でとることの重要性を学べた。（2）
・東プロさんとしての取り組みについても知りたい。（1）
・3年目を迎えるにあたり、いままでの取り組みへの評価や岩手県民の声などを聞けると
よかった。社員の意識向上は見られたのか、過去の取り組みを含め、今後につながるものは
　得られたのかが知りたい。（1）

 2, 良かった点

・資料に記載されていない、細かいところまで説明がありよかった。（5）
・わかりやすい説明（資料提供）で経緯が理解できた。（4）
・社員の方々の心の動きや現場の声（民放連受賞辞退に対する局内の反発とか…）が具体的に伝わった。（6）
・通常では知り得ない問題発生時の経営サイドの対応を知ることができた。（1）
・その後実施してきたことをどう継続していくのか。これから何をすべきかを考える、
いいきっかけとなった。（1）

・現在に至ってもクレームがあるという実情は参考になった。（1）
・リスク対策が理解できた。（1）、
スタッフ数が倍,予算も1.5倍という状況は参考になった。（1）

・問題が発生したときの対応手順を教えていただけた。（3）

・多くの参加者で、事前の案内の企画趣旨に合った内容で有意義だった。（1）

・設備の見学は貴重だった。（２）

 3, 改善すべき点

・これからの放送倫理はどう変わっていくべきか、そこが聞きたい（1）

・局のプロダクションに対する働きかけ、必要な施策について知りたい。（1）

・講師が１名だったので、解説内容が個人的な感じがした。複数の講師から

話が聞きたい。（2）
・不適切テロップは、オンエア前から使用していたのか、リハーサル時に現場でテロップ

についての指摘がなかったのか、説明が欲しかった。（1）

・働くスタッフの意識がどう変わったのかが不明。（1）

・現場目線での説明がなかったことが残念。（2）

・番組担当者の意見も聞いてみたい。（1）

・会場が狭かった。（1）

・プレゼンのような説明だと、よりわかりやすい。（1）
・その後の技術的成熟度は上がったのか。（1）
 4, 今後のセミナーで取り上げて欲しいテーマ  
・在名各局の特徴・力を入れていること
・４Kをはじめとする放送機器全般の知識提供（3）

・４K 番組制作の現状・最近の番組制作スタイルの流行について（1）
・４K と視聴者（1）
・４K 放送の見通し（1）

・４K とCG 合成（1）

・４K 制作（3）

・４K（複数カメラをラインでつないだシステム化、わかりづらいフォーカス）（1）
・４K（SONYさん）撮影～編集作業～オンエアまでのワークフロー（1）

・４KにおけるENG、中継技術（1）

・技術全般セミナー（1）
・これからの映像業界（４K、８K、ハイブリットキャストなど）について（1）

・テレビがおもしろくなるために考えるべきこと。（1）
・生放送の見学（1）

・昔のテレビはなぜおもしろかったのかを検証するセミナー（1）

・放送番組における用語用字マニュアルに関する基礎知識習得セミナー（1）
・コンプライアンス関連は、繰り返しが大切。技術的なセミナーも必要だが、定期的に
　コンプライアンス関連セミナーで会員社の意識向上につながればよい。（1）

